
１１　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの基基本本事事項項
（（１１））名名称称

（（２２））ホホーームムペペーージジＵＵＲＲＬＬ

（（３３））組組織織図図

２２　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの委委員員
（（１１））委委員員名名簿簿

№ 役職 氏　名 備考

1 会長 土屋　譲　

2 副会長 高見　　和幸

3 長島　　清

4 徳武　　賢次

5 稲垣　　早苗

6 児山　　陽子　

7 大沼　　弘子

8 中田　　宏美

9 谷口　　護

10 田島　　宏紀

11 鈴木　　智明

12 佐藤　　泰祥

13 圓山　　圭二

14 内山　　菊代

15 岡部　　正文

16 大石　　真明

17 村田　　裕彦

18 尾山　　剛一

19 阿久津　恵美

20 粂川　　和子

21 椎﨑　　耕治

22 高橋　　学　

23 榎本 　 誠一

24 廣瀬　　勝

荒川区立心身障害者福祉センター 障害福祉サービス等事業者 6

荒川区立荒川生活実習所 障害福祉サービス等事業者 2

（特非）かがやき 障害福祉サービス等事業者 1

（福） 窓の陽 障害福祉サービス等事業者 13

（有）ビーブル介護サービス 障害福祉サービス等事業者 4

（福） 荒川のぞみの会 作業所ボンエルフ 障害福祉サービス等事業者 7

（福）すかい 障害福祉サービス等事業者 5

（株）大起エンゼルヘルプ荒川ケアセン
ター

障害福祉サービス等事業者 3

荒川区障害者基幹相談支援センター 相談支援事業者 9

荒川区立精神障害者地域生活支援センター 相談支援事業者 1

荒川区障害者就労支援センター 雇用関係機関 5

荒川区民生委員･児童委員協議会 民生委員・児童委員 3

東京労働局足立公共職業安定所 雇用関係機関 1

（特非）荒川区心身障害者事業団 雇用関係機関 3

荒川警察署 生活安全課 その他 警察 1

荒川消防署 住宅防火対策担当 その他 消防 1

荒川区心身障害児者福祉連合会 家族・関係団体 7

（福）荒川区社会福祉協議会 社会福祉協議会 1

アライな当事者会、荒川たびだちの会、
ピアなかまのわ

障害当事者（ピアサポーター含む） 1

荒川区精神障害者家族会 家族・関係団体 9

荒川区聴覚障害者協会 障害当事者（ピアサポーター含む） 7

（一社）荒川区医師会 医療関係者 10

ピアカウンセラー 障害当事者（ピアサポーター含む） 14

荒荒川川区区

荒荒川川区区自自立立支支援援協協議議会会
https://www.city.arakawa.tokyo.jp/a030/kousoukeikaku/fukushikenkou/jiritsu_shien.html

所属 種　別
経験
年数

荒川区視力障害者福祉協会 障害当事者（ピアサポーター含む） 14

自立支援協議会

本 会

知的
ワーキング

グループ

精神
ワーキング

グループ

子ども
ワーキング

グループ

地域生活

支援拠点
ワーキング

グループ

相談支援部会
医療的ケア児等

支援部会
地域移行部会 しごと部会
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№ 役職 氏　名 備考

25 　 西　　　真紀

26 丸尾　　大樹

27 岡本　　芳明

28 江黒　　輝

29 東山　　忠史

（（２２））委委員員構構成成

３３　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの活活動動状状況況

　　（（１１））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ででのの協協議議事事項項（（複複数数回回答答））

⑤ 医療と福祉の連携に関すること。

医療的ケア児等支援部会において協議し、本会で報告を行った。

⑥ 困難事例等の解決に向けた検討に関すること。

相談支援部会において協議し、本会で報告を行った。

① 相談支援事業の運営体制に関すること。

相談支援部会において協議し、本会で報告を行った。

② 就労支援に関すること。

しごと部会において協議し、本会で報告を行った。

③ 地域移行・地域定着支援に関すること。

地域移行部会において協議し、本会で報告を行った。

計 29 14 23 9 15

その他 2 2 2

行政職員(都） 0 1

行政職員(区市町村) 1 2 5 1 6

地域住民 0

民生委員・児童委員 1

法曹関係者 0 1

社会福祉協議会 1 1 7 2

障害福祉サービス等事業者 8 3 3 2

相談支援事業者 2 5 7

身体・知的障害者相談員 0

家族・関係団体 2

障害当事者（ピアサポーター含む） 4 1

企業 0

雇用関係機関 3

教育関係機関 4 1

保健所 0 2 2

医療関係者 1 1 2 2

学識経験者 0

　　　　　全体会・
　　　　　　　　部会名

全体会
相談支援

部会
地域移行

部会
しごと
部会

医療的ケア児
等支援
部会　　種　別

荒川区教育委員会事務局教育センター 教育関係機関 4

荒川区福祉部 行政職員(区市町村) 3

東京都立墨田特別支援学校　 教育関係機関 1

荒川区特別支援学級設置校長会 教育関係機関 1

所属 種　別
経験
年数

東京都立花畑学園 教育関係機関 1
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各専門部会であがった地域課題等を整理して、本会で報告している。

⑥ 課題解決に向けての検討

本会・各専門部会で地域課題や解決策等の検討を行っている。

⑦ 障害福祉計画等の進捗管理や調整

計画に基づく支援策の検討や進捗状況等の報告を行っている。

本会・各専門部会を踏まえ、関係連絡会等に施策の推進に必要な情報共有を図っている。
本会の議事録等を区ホームページに公開し、情報発信を行っている。

③ 分野を越えてのネットワークの構築

各専門部会での活動を本会に報告して情報共有を図っている。

④ 各分野の社会資源の共有化及び整合性の確認

各専門部会で検討して本会で報告を行い、共有化・整合化を図っている。

⑤ 地域課題の整理

⑭ その他（基幹相談支援センターの活動報告、強度行動障害に関するニーズ調査）

荒川区障害者基幹相談支援センターの活動報告を行った。
強度行動障害に関するニーズ調査について報告を行った。

（（２２））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ととししててのの役役割割（（複複数数回回答答））

① 情報の顕在化

本会・各専門部会を通じて、地域課題等の顕在化を図っている。

② 情報共有・情報発信

⑩ 地域生活支援拠点等の整備に関すること。

相談支援部会において協議し、本会で報告を行った

⑪ 障害福祉計画等に関すること。

本会で、第６期荒川区障がい福祉計画及び第２期障がい児福祉計画の達成状況について報告を行っ
た。

⑫ 地域自立支援協議会の運営に関すること。

専門部会の活動実績、取組課題の検討、進捗管理、情報共有を行った。

⑦ 関係機関や他分野のネットワークに関すること。

他の連絡会や協議会と情報共有を図り、本会・各専門部会で協議を行った。
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相談支援部会において協議し、本会で報告を行った

⑪ 障害福祉計画等に関すること。

本会で、第６期荒川区障がい福祉計画及び第２期障がい児福祉計画の達成状況について報告を行っ
た。

⑫ 地域自立支援協議会の運営に関すること。

専門部会の活動実績、取組課題の検討、進捗管理、情報共有を行った。

⑦ 関係機関や他分野のネットワークに関すること。

他の連絡会や協議会と情報共有を図り、本会・各専門部会で協議を行った。

４４　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの活活性性化化

　　（（１１））法法改改正正にに伴伴うう地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの見見直直しし等等（（複複数数回回答答））

個別事例を通じた地域課題の抽出について、各部会間での連携を図るなど協議、調整のあり方につい
て検討を行っていく。

⑤　地域生活支援拠点等の整備、コーディネーターの配置等、地域生活支援拠点等の整備や機能の充
実について検討・検証を行った。

地域生活支援拠点等の強化を目的とした拠点コーディネーターを令和６年４月１日より配置した。

地域移行部会において、ニーズ調査の分析や退院に向けた面接の実施などを行った。

　　イ　地域課題の中で、広域又は東京都全域で対応するほうが良いと考える課題

⑦ 医療的ケア

区内では事例等が限られるため、課題整理や情報等は広域で共有割いて対応する方が良い。

②　個別事例への支援のあり方に関する協議、調整を行うため、専門部会等の設置や改編を行った、
又は行う見込みである。

本会において、地域における計画相談支援等の状況、基幹相談支援センターの実績等を報告し、重
層的支援体制の取組について検討を行った。

⑦ 医療的ケア

医療的ケア児等支援部会において、パンフレットの作成や各事業の課題抽出等を行い、今後の支援
策の検討を行った。

⑩ 就労支援

しごと部会において、就労継続支援事業所等への施設見学や、しごとに関する課題等の意見交換等
を行った。また、職業体験先の開拓や模擬面接を行った。

⑪ 地域移行・地域定着支援

委員に各種講演会や研修会等の案内周知を行っている。

⑪ 相談支援過程における評価（相談支援の質の評価、機関等及びそれらの連携に関する評価、施策に
関する評価、政策作成に係る提言）

荒川区障害者基幹相談支援センターの事業実績、計画相談支援等モニタリング結果の検証について、
本会で報告を行っている。

（（３３））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ととししてて把把握握ししてていいるる地地域域課課題題

　　ア　地域課題に対して取り組んだ（取り組んでいる）内容又は取り組めなかった理由等
　　　　（複数回答）

① 相談支援の質及び量

⑨ 構成員の資質向上・研修の場
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　　（（２２））地地域域でで生生活活すするる当当事事者者のの声声のの反反映映（（複複数数回回答答））

　　（（３３））ＩＩＣＣＴＴのの活活用用（（複複数数回回答答））

５５　　地地域域移移行行・・地地域域生生活活支支援援のの取取組組

　　（（１１））施施設設入入所所者者・・長長期期在在院院者者等等のの実実態態把把握握（（複複数数回回答答））

　　（（２２））利利用用ししてていいるるササーービビスス等等（（複複数数回回答答））

日頃の支援において、グループホームへの移行が可能と判断されれば、本人・ご家族の意向を確認の
上、グループホームへの移行を行う。

郵送または電子申請で回答可能な調査を実施した。

④　障害支援区分の認定調査の際に実態を把握

障害区分認定調査の訪問時に実態を把握している。

②　グループホーム等の体験利用

退院後の住まいにおいて、自宅ではなくグループホームでの集団生活を希望されるケースがある。

④　施設や病院からの働きかけ

③　本会議や専門部会にオブザーバー等として参加して意見をいう機会を設けている。

本会及び各部会等において当事者に委員に就任いただき、意見を述べる機会を設けている。

⑦　調査・アンケート等でＷｅｂ回答できるフォームを用意

荒
川
区
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